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人口減少など社会情勢の変化を踏まえた今後の本市の雪対
策の在り方（基本方針）について、短期（今後10年程度）
と長期（今後10～30年程度）の視点で検討のうえ整理 基本方針策定

審議会だけでなく丁寧に

市民意見・意向を把握し

ながら持続可能な雪対策

を構築していくことが最

優先かつ最重要事項

パートナーシップ排雪制

度等も含む、今後の生活

道路除排雪の在り方の方

向性を整理

策定時期はあくまで目安

であり、後ろ倒しになる

こともあり得る

市民アンケート オンライン・郵送を併用しながら適宜実施

ワークショップ
ミニ・パブリックス

市民参加型の会議などによる活発な市民議論の
促進

地域への説明・
意見交換

連合町内会の会議の場などで適宜、報告や意見
交換を実施

令和９年度
（2027年度）

基本方針で整理した内容を踏まえ、今後、10年間の具体の取組や目標をまとめた基本計
画を策定予定

持続可能な雪対策の構築に向けて

①審議会検討状況の共有と②市民意見・意向の反映の

サイクルを繰り返すことで、市民とともに考えながら

持続可能な雪対策を構築していく

１ ２

＜事務局提案時点＞
課題１：持続可能な除排雪体制の構築
課題２：市民ニーズや気象の変化に対応した除排雪方法の見直し
課題３：健全な財政運営の見地から雪対策予算規模の検討
課題４：雪との共生に向けた市民理解の醸成



持続可能な雪対策の構築に向けて

生活道路除排雪の在り方検討

今後の検討予定

生活道路除排雪の試験施工

・面的に規模を広げることで、ザクザク路面の軽減など、シーズンを通した冬季道路環境

(路面・通行幅)の確保や全市展開を見据えた効率的な除排雪手法を検証

・試験施工による手法の検証など、パートナーシップ排雪制度等の在り方の検討には

期間を要するため、今冬もパートナーシップ排雪制度等は継続

令和８年度（2026年度）

・雪対策の「基本方針」の策定

※ パートナーシップ排雪制度等も含む、今後（令和９年度以降）の生活道路除排雪の在り

方の方向性を整理

令和９年度（2027年度）以降

・Ｒ８年度に整理した方向性を踏まえて、生活道路の除排雪手法を決定

※ 除排雪手法を見直す場合は、地域や除雪事業者の準備・調整等に相当の期間を要する

令和７年度（2025年度）の取組内容


